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【キッズテニスクリニック】①ラケットと風船を使った練習
　②目だけを動かした視野を広げる練習　③瞬発力を高める
練習　⑧集合写真　　【一般テニスクリニック】④参加者へ
の本格的な実技指導　⑤熱血個別指導　【修造にチャレンジ】
⑥小さな挑戦者　⑦松岡さんとの真剣勝負の挑戦者
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Ｈ
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催
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Ｈ
Ｋ
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パ
ー
ク
開
催

 　
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
松

岡
修
造
の
テ
ニ
ス
パ
ー
ク
』
が

６
月
２
日
、
プ
ロ
テ
ニ
ス
プ
レ
ー

ヤ
ー
の
松
岡
修
造
さ
ん
を
講
師

に
招
き
、
国
見
町
上
野
台
運
動
公

園
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
９
２
３

で
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約

８
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
小
学
一
年
生
か
ら

四
年
生
ま
で
を
対
象
と
し
た

「
キ
ッ
ズ
テ
ニ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
松

岡
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
、
運
動
し
た
り
、
実
際

に
ス
ポ
ン
ジ
ボ
ー
ル
と
ラ
ケ
ッ

ト
を
使
っ
て
生
き
生
き
と
プ

レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
中
・
上
級

者
向
け
の
「
一
般
テ
ニ
ス
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
で
は
、
技
術
向
上
を

目
指
し
た
本
格
的
な
指
導
を
受

け
ま
し
た
。
ど
の
選
手
も
世
界

で
活
躍
し
た
憧
れ
の
ト
ッ
プ
プ

レ
ー
ヤ
ー
か
ら
の
指
導
に
真
剣

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
松
岡
さ
ん
と
一
球
だ

け
打
ち
合
え
る
コ
ー
ナ
ー
「
修

造
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
で
は
、
挑

戦
者
の
中
に
は
実
力
者
も
お

り
、
途
中
松
岡
さ
ん
を
本
気
に

町
内
外
か
ら

町
内
外
か
ら

約
８
０
０
人
が
参
加

約
８
０
０
人
が
参
加

さ
せ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
松
岡
さ
ん
の
ミ
ニ

ト
ー
ク
が
行
わ
れ
、
テ
ニ
ス
へ

の
思
い
や
、
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
に

か
け
る
思
い
を
語
り
、
参
加
者

は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
質
問
の
後
、

お
楽
し
み
抽
選
が
行
な
わ
れ
、

熱
い
一
日
が
終
わ
り
ま
し
た
。

▲新聞紙を使った重心移動の練習
（キッズテニスクリニック）

▲開会式で子どもたちに挨拶をする松岡
さん

②②①①

③③
④④

⑤⑤

⑦⑦

⑥⑥

⑧⑧

　

松
岡
修
造
さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ

ト
ー
ク
は
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に

よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
松
岡
さ
ん
の
熱

い
思
い
が
ト
ー
ク
を
通
し
て
ヒ

シ
ヒ
シ
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
松

岡
さ
ん
が
子
ど
も
た
ち
か
ら

の
「
試
合
で
心
が
け
て
い
る
こ

と
は
な
ん
で
す
か
？
」、「
マ
イ

ケ
ル
・
チ
ャ
ン
選
手
と
闘
っ
て

み
て
ど
う
で
し
た
か
？
」、「
テ

ニ
ス
を
や
っ
て
い
て
一
番
大
変

だ
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
？
」

な
ど
の
質
問
に
対
し
、
熱
心
に

回
答
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

お
楽
し
み
抽
選
会
で
は
、
松

岡
さ
ん
の
サ
イ
ン
入
り
グ
ッ
ズ

が
当
た
る
と
あ
っ
て
、
参
加
者

は
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
、
一
喜

一
憂
し
て
い
ま
し
た
。　

▲子どもたちへ実技指導する松岡さん（キッズテニスクリニック）

ミ
ニ
ト
ー
ク
コ
ー
ナ
ー

ミ
ニ
ト
ー
ク
コ
ー
ナ
ー
＆

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

お
楽
し
み
抽
選
会

お
楽
し
み
抽
選
会

▲抽選会で松岡さんのサイン入り
ラケットが当たった参加者

▲ 松岡さんに質問する参加した子どもたち▲

▲熱くトークを語る松岡さん
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平
成
24
年
度
国
民
健
康
保
険

税
の
税
率
が
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
改
正
は
算
定
の
基
礎
と
な

る
前
年
分
の
所
得
が
確
定
し
た

こ
と
、
平
成
23
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
の
収
支
の
見
込

み
が
つ
い
た
こ
と
及
び
今
後
の

医
療
費
の
動
向
を
勘
案
し
た
う

え
で
改
正
し
た
も
の
で
す
。

平成 24年度国民健康保険税

税率が
改正されました

平平成成 24年年度度国民民健健康康保保険険税税平平成成 24年年度度国民民健健康康保保険険税税

　

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
が

下
記
の
と
お
り
改
正
さ
れ
、
１

人
あ
た
り
の
平
均
保
険
税
負
担

額
は
昨
年
度
と
比
べ
６
．
８
％

増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
医
療

費
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
や
高

齢
者
の
割
合
が
増
加
し
後
期
高

齢
者
支
援
金
、
介
護
納
付
金
の

負
担
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。
東
日
本
大
震
災
や

原
発
事
故
に
よ
る
風
評
被
害

等
を
考
慮
し
、
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
繰
越
金
か
ら
約

４
千
６
百
万
円
を
充
当
し
、
加

入
者
の
税
負
担
軽
減
に
努
め
ま

し
た
が
、
平
均
税
負
担
額
は
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

平
均
保
険
税
負
担
額

は
６
・
８
％
増

国
保
税
の
計
算
方
法

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
医
療

分
と
支
援
金
分
（
後
期
高
齢
者

医
療
支
援
金
）
と
介
護
分
（
介

護
保
険
第
２
号
被
保
険
者
が
含

ま
れ
る
世
帯
）
の
合
計
金
額
と

な
り
ま
す
。税
額
に
つ
い
て
は
、

次
の
４
つ
の
項
目
を
算
出
し
、

世
帯
ご
と
の
保
険
税
を
決
定
し

ま
す
。

①
所
得
割
（
加
入
者
の
所
得
に

　

応
じ
計
算
）

②
資
産
割
（
加
入
者
の
固
定
資

　

産
税
に
応
じ
計
算
）

③
均
等
割
（
世
帯
の
加
入
者
数

　

に
応
じ
計
算
）

④
平
等
割（
１
世
帯
に
つ
き
計
算
）

納
付
義
務
者
と

　
　
　
　

納
付
方
法

　

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通

知
書
は
、
納
税
義
務
者
で
あ
る

世
帯
主
の
方
へ
お
届
け
い
た
し

ま
す
。
世
帯
主
が
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
で

も
、
家
族
の
中
に
国
民
健
康
保

険
加
入
者
が
い
れ
ば
、
世
帯
主

が
納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。

　

納
付
方
法
は
、
年
金
天
引
き

納
付
（
特
別
徴
収
）、
納
付
書

に
よ
る
現
金
納
付
、
口
座
振
替

に
よ
る
納
付
の
３
通
り
と
な
り

ま
す
の
で
、
納
税
通
知
書
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
国
民
健

康
保
険
制
度
運
営
の
た
め
の
大

切
な
財
源
で
す
。
忘
れ
ず
に
納

期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

高
齢
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す

　

国
見
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
方
の
高
齢
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
24
年
７
月
31
日
ま

で
で
す
。
７
月
下
旬
に
更
新
後
の
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
８
月
以
降
、
病
院
な
ど
に
か
か
る
際
に
は
被
保
険

者
証
と
一
緒
に
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

医療分 支援金分 介護分

23 年度 24 年度 23 年度 24 年度 23 年度 24 年度

所　得　割 6.98％ 5.90％ 2.28% 2.63％ 2.03％ 2.28％

資　産　割 19.92％ 19.71％ 6.52% 8.77％ 6.67％ 8.82％

均　等　割 21,000 円 22,000 円 7,000 円 8,900 円 8,300 円 10,000 円

平　等　割 20,000 円 20,000 円 6,400 円 8,000 円 5,100 円 6,100 円
課税限度額
（課税される上限額）

51 万円
（平成 23 年度同額）

14 万円
（平成 23 年度同額）

12 万円
（平成 23 年度同額）

医療分 支援金分 介護分 医療分＋支援金分の合計額
1 世帯
あたり

1人
あたり

1世帯
あたり

1人
あたり

1世帯
あたり

1人
あたり

1世帯
あたり

1人
あたり

24 年度 112,920 59,641 46,098 24,348 37,128 27,748 159,018 83,989

23 年度 112,905 59,282 36,925 19,388 31,166 22,999 149,830 78,670

増減額 15 359 9,173 4,960 5,962 4,749 9,188 5,319

増減率 0.0% 0.6% 24.8% 25.6% 19.1% 20.6% 6.1% 6.8%

平成 24年度国民健康保険税の税率

1世帯及び 1人あたりの平均保険税負担額（年額／円）

★国民健康保険税の計算モデルケース★
世帯主　41 歳（所得額 150 万円　固定資産税額 3万円）　　　子　12 歳
　妻　　38 歳（所得税      0 万円　固定資産税額 3万円）　　　子　10 歳
世帯主　41 歳（所得額 150 万円 固定資産税額 3万円）　　　子 12 歳
妻　　38 歳（所得税      0 万円　固定資産税額 3万円）　　　子　10 歳

医療分医療分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     （前年度税率の場合）
所得割額　（150 万円－ 33 万円〔基礎控除〕）× 5.90％　＝　　69,030 円　　（81,666 円）
資産割額　（3万円＋ 3万円）× 19.71％　　　　　　　   ＝　　11,826 円　　（11,952 円）
均等割額　22,000 円× 4人　　　　　　　　　　　　　  ＝　　88,000 円　　（84,000 円）
平等割額　20,000 円× 1世帯　　　　　　　　　　　　  ＝　　20,000 円　　（20,000 円）
合　　計　（100 円未満は切り捨て）　　　　　　　　　　　  　188,800 円  　（197,600 円）

支援金分支援金分

介護分介護分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     （前年度税率の場合）
所得割額　（150 万円－ 33 万円〔基礎控除〕）× 2.28％　＝　　26,676 円　　（23,751 円）
資産割額　 3 万円× 8.82％  　　                       　　　　　   ＝　　  2,646 円　　   （2,001 円）
均等割額　10,000 円× 1人　　　　　　　　　　　　　  ＝　　10,000 円　　  （8,300 円）
平等割額　  6,100 円× 1世帯　　　　　　　　　　　　   ＝　       6,100 円　　   （5,100 円）
合　　計　（100 円未満は切り捨て）　　　　　　　　　　　  　  45,400 円　     （39,100 円）

医療分と支援金分と介護分の合計が国民健康保険税となります。
　　  188,800 ＋ 79,600 ＋ 45,400 ＝ 313,800 円
（前年度税率の場合）
　　（197,600 ＋ 64,900 ＋ 39,100 ＝ 301,600 円）

そ の 他 の モ デ ル ケ ー ス

ケース
　１

世帯主　28歳（所得額 100 万円　固定資産税額 0万円）
　妻　　38歳（所得税      0 万円　固定資産税額 3万円）
　子　  　3歳

    医療分　129,600 円＋支援金分 54,100 円＋介護分０円＝ 183,700 円
  （前年度）  134,600 円＋   　　     44,200 円＋           0 円＝ 178,800 円）

ケース
　2

世帯主　68歳（所得額 50万円　固定資産税額 6万円）
　妻　　66歳（所得税   0 万円　固定資産税額 0万円）

    医療分   53,800 円＋支援金分 22,600 円＋介護分０円＝ 76,400 円
  （前年度） 54,800 円＋　　　　 17,900 円＋ 　   　0 円＝ 72,700 円）
　※所得額が少ないため、国保税の軽減（5割軽減）で計算しています。

ケース
　3

世帯主　73歳（所得額  0万円　固定資産税額3万円）
　妻　　70歳（所得税  0万円　固定資産税額0万円）

    医療分   25,100 円＋支援金分 10,300 円＋介護分０円＝ 35,400 円
  （前年度 ) 24,500 円＋　　 　　  8,000 円＋        　0 円＝ 32,500 円）
※所得額が少ないため、国保税の軽減（7割軽減）で計算しています。

そ の 他 の モ デ ル ケ ー スそ の 他 の モ デ ル ケ ー ス

　 　
ケケーーースス
１

世帯主　28歳（所得額 100 万円　固定資産税額 0万円）
妻　　38歳（所得税      0 万円　固定資産税額 3万円）
　子　  　3歳

医療分　129,600 円＋支援金分 54,100 円＋介護分０円＝ 183,700 円
  （前年度）  134,600 円＋   　　     44,200 円＋           0 円＝ 178,800 円）

ケケーーースス
22

世帯主　68歳（所得額 50万円　固定資産税額 6万円）
妻　　66歳（所得税   0 万円 固定資産税額 0万円）

  医療分   53,800 円＋支援金分 22,600 円＋介護分０円＝ 76,400 円
  （前年度） 54,800 円＋　　　　 17,900 円＋ 　   　0 円＝ 72,700 円）
※所得額が少ないため、国保税の軽減（5割軽減）で計算しています。

　 　
ケケーーースス
33

世帯主　73歳（所得額  0万円 固定資産税額3万円）
妻　　70歳（所得税  0万円 固定資産税額0万円）

医療分   25,100 円＋支援金分 10,300 円＋介護分０円＝ 35,400 円
  （前年度 ) 24,500 円＋　　 　　  8,000 円＋        　0 円＝ 32,500 円）
※所得額が少ないため、国保税の軽減（7割軽減）で計算しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     （前年度税率の場合）
所得割額　（150 万円－ 33 万円〔基礎控除〕）× 2.63％　＝　　30,771 円　　（26,676 円）
資産割額　（3万円＋ 3万円）× 8.77％　  　　　　　　   ＝　　  5,262 円　　   （3,912 円）
均等割額　8,900 円× 4人　　　　　　　  　　　　　　  ＝　　35,600 円　　（28,000 円）
平等割額　8,000 円× 1世帯　　　　　　　  　　　　　  ＝　　  8,000 円　      （6,400 円）
合　　計　（100 円未満は切り捨て）　　　　　　　　　　     　  79,600 円　    （64,900 円）
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消
防
団
員
が
年
に
一
度
、
日

頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
す
る

国
見
町
消
防
団
定
期
点
検
が
６

月
10
日
、
上
野
台
運
動
公
園
グ

リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
９
２
３
な
ど

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
８
時
30
分
、
藤
田
商
店

街
に
整
列
し
た
消
防
団
員
を
前

に
、
統
監
で
あ
る
佐
藤
力
町
長

ら
が
車
上
か
ら
観
閲
も
行
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
上
野
台
運
動
公
園

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
９
２
３
に

会
場
を
移
し
、
女
性
防
火
ク
ラ

ブ
員
を
加
え
て
、
部
隊
編
成
や

人
員
報
告
、
開
会
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
開
会
式
で
は
、
佐
藤

町
長
の
訓
示
の
後
、
消
防
活
動

に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
に
対
す

る
各
種
表
彰
及
び
伝
達
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
通
常
点
検
や
機
械

器
具
点
検
、
小
隊
訓
練
な
ど
の

規
律
訓
練
、
ポ
ン
プ
操
法
な
ど

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
団
員
は

規
律
正
し
い
迅
速
な
動
き
を
披

露
し
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
八
島
博
正
議

町の安全を守る消防団員町の安全を守る消防団員

国見町消防団定期点検
平成 24年度平成 24年度

日
頃
の
訓
練
の

日
頃
の
訓
練
の

　
　
　

成
果
を
披

　
　
　

成
果
を
披
露露

長
を
は
じ
め
来
賓
の
方
々
よ
り

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
消
防
団
員

の
活
動
に
対
す
る
敬
意
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
佐
藤
力
町

長
に
よ
る
統
監
講
評
と
吉
田
春

夫
団
長
か
ら
「
町
民
の
信
頼
と

期
待
に
十
二
分
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
消
防
団
員
２
５
６
人
が

一
丸
と
な
っ
て
消
防
、
防
災
活

動
に
邁
進
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
約
３
時
間
に
及
ぶ

定
期
点
検
が
終
了
し
ま
し
た
。

☆福島県消防表彰
　◎精勤章
　　鈴木耕治、穂苅榮治
　◎永年勤続章
　　高橋一男、佐藤浩信、佐藤誠、佐藤一也
　　野村道夫、岡崎長市、髙橋俊郎、紺野徹
　　紺野良一、遠藤一浩
☆日本消防協会定例表彰
　◎勤続章
　　穂苅榮治
☆福島県消防協会定例表彰
　◎功績章
　　高橋一男
　◎精勤章
　　寺島正男、野村道夫、髙橋俊郎
　◎退職団員感謝状
　　舟山武継、小林裕一、徳江忠、吉田誠司

定期点検表彰受賞者

　▲藤田商店街を行進する団員 　▲統監による車上からの観閲

☆消防協会伊達支部定例表彰
　◎功績章
　　高原正幸、髙橋光男、佐久間隆
　◎精勤章
　　吉田和男、岩城明、井砂秀明、高橋靖樹
　　高橋健一、谷津隆幸、佐藤武徳、国分政勝
　　野村裕一
　◎退職訓練指導員感謝状
　　舟山武継
　◎親子等消防表彰
　　斎藤信人・斎藤直人、近野正・近野勝
☆国見町長、消防団長表彰
　◎退職団員感謝状
　　舟山武継、佐藤保夫、小林裕一、徳江忠
　　横山晋作、吉田誠司
☆国見町消防団長表彰
　　星野寿、後藤富蔵、古溝孝、吾妻慶一
　　八巻敦、寺島透、後藤和雄、鈴木将史

①統監による通常点検　②女性消防団員の皆さん　③機械器具点検で整
列する団員　④ポンプ操法を披露する団員　⑤福島県消防表彰（精勤章）
の伝達を受ける鈴木耕治副団長　⑥小隊訓練をする団員　⑦受賞者を代
表して謝辞を述べる星野寿班長　⑧分列行進をする団員　⑨整然と演奏
するラッパ隊　⑩家庭から予防消防に努める女性防火クラブ員

（  敬称略  ）

①① ②② ③③

⑥⑥⑤⑤④④

⑧⑧

⑩⑩

⑦

⑨⑨
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町
で
は
、
平
成
12
年
度
の
介

護
保
険
制
度
の
開
始
以
降
、
被

保
険
者
の
皆
様
の
利
用
意
向
や

事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
参
入
意
向
、

近
隣
市
町
の
介
護
保
険
施
設
の

整
備
状
況
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

３
年
ご
と
に
介
護
保
険
事
業
を

見
直
し
そ
の
推
進
を
図
っ
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
常
時
施
設
入
所
を

希
望
す
る
待
機
者
が
50
名
前
後

で
推
移
し
減
少
傾
向
が
み
ら
れ

な
い
こ
と
や
町
振
興
計
画
策
定

に
関
す
る
意
識
調
査
等
で
高
齢

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
『

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
『
国
見
の
里
』

国
見
の
里
』

      
〜
平
成

〜
平
成
2525
年
４
月
開
所
予
定
〜

年
４
月
開
所
予
定
〜

【
施
設
の
概
要
】

【
施
設
の
概
要
】

　　

・
開
所
日　
　

平
成
25
年
４
月
（
予
定
）

     

・
事
業
主
体　

社
会
福
祉
法
人　

厚こ

う

じ慈
会
（
法
人
認
可
申
請
中
）

　

・
所
在
地　
　

伊
達
郡
国
見
町
大
字
小
坂
南
３
番
地

　

・
敷
地
建
物　

敷
地
面
積　

約
２
３
０
０
０
㎡　

　
　
　
　
　
　
　

建
物　

約
５
５
８
２
㎡ 

（
和
風
木
造
平
屋
造
り
）

　

・
利
用
定
員　

１
２
０
名
程
度
（
住
居
介
護
90
名
、
短
期
入
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

介
護
10
名
、
通
所
介
護
20
名
）

　

・
協
力
病
院　

公
立
藤
田
総
合
病
院

者
福
祉
施
設
の
整
備
要
望
が
多

数
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

近
隣
市
町
で
の
施
設
整
備
状
況

も
踏
ま
え
な
が
ら
、
町
内
へ
の

民
間
事
業
者
に
よ
る
施
設
整
備

の
可
能
性
も
含
め
て
検
討
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
施
設
整
備
に
あ
た
っ

て
は
、
町
に
対
し
平
成
22
年
４

月
に
事
業
者
よ
り
、
町
内
へ
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
開
設
に

関
す
る
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
町
の
福
祉
施
策
全

般
に
つ
い
て
協
議
検
討
を
お
願

い
し
て
い
る
地
域
福
祉
推
進
協

議
会
に
意
見
を
求
め
る
と
と
も

に
、
関
係
機
関
等
と
の
協
議
を

進
め
た
結
果
、
町
と
し
て
も
積

極
的
に
事
業
を
支
援
し
町
民
福

祉
の
向
上
に
努
め
る
べ
き
と
の

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

整
備
場
所
に
つ
い
て
は
、
敷
地

面
積
の
確
保
の
関
係
か
ら
国
見
町

土
地
開
発
公
社
の
管
理
地
で
あ
る

小
坂
緑
住
区
用
地
が
最
適
で
あ
る

と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
９
月
に
は

町
議
会
に
お
い
て
「
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
設
置
に
関
す
る
陳

情
」
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
町
と
し

て
は
、
本
年
度
を
初
年
度
と
す
る

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
施

設
整
備
計
画
を
盛
り
込
み
、
介
護
保

険
施
設
の
基
盤
整
備
と
町
民
福
祉
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
積

極
的
に
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。

完成予想図完成予想図

　

沢
木
順
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー

ト
Ⅱ
が
６
月
３
日
、
同
コ
ン

サ
ー
ト
実
行
委
員
会
と
町
、
町

教
委
の
共
催
に
よ
り
国
見
町
観

月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
見
町
で
は
７
年
目
と
な
る

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
日

舞
若
柳
流
若
柳
会
、
国
見
フ
ラ

ク
ラ
ブ
も
特
別
出
演
し
コ
ン

サ
ー
ト
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　

沢
木
さ
ん
は
、
今
回
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
す
る
に
あ
た
っ

て
「
町
民
の
皆
さ
ん
を
主
役
に

し
た
い
」
と
語
り
、
参
加
者
の

方
々
と
歌
い
な
が
ら
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
復
興
に
向
か
う
国
見

町
に
向
け
て
「
夢
に
向
か
っ
て

一
歩
踏
み
出
す
こ
と
の
大
切

さ
」
を
語
り
会
場
か
ら
大
き
な

拍
手
が
沸
き
ま
し
た
。

　

６
月
12
日
、
沢
木
順
さ
ん
よ

り
９
回
目
と
な
る
義
援
金
を
町

に
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
義
援
金
は
、
コ
ン

サ
ー
ト
実
行
委
員
会
が
設
置

し
た
募
金
箱
に
集
ま
っ
た

６
９
６
２
円
と
、
沢
木
さ

ん
の
グ
ッ
ズ
売
り
上
げ
収

益
金
７
４
９
６
円
を
加
え
た

１
４
４
５
８
円
を
義
援
金
と
し

て
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
※
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

〜
復
興
に
向
か
う
町
民
の
皆
さ
ん
を
主
役
に
〜

〜
復
興
に
向
か
う
町
民
の
皆
さ
ん
を
主
役
に
〜

　　

    

沢
木
順
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト

沢
木
順
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
ⅡⅡ

沢
木
順
さ
ん

沢
木
順
さ
ん

町
へ
９
回
目
の
義
援
金

町
へ
９
回
目
の
義
援
金 ▲笑顔で熱唱する沢木さん

▲沢木さんと一緒に歌う参加者の皆さん

▲盛り上がる会場の様子 ▲コンサートに華を添えた国見フラクラブの皆さん

　

施
設
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

※
入
所
者
の
募
集
に
つ
い
て
は
、
後

日
改
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

開
設
に
合
わ
せ
て
、
職
員
の
募
集
を
し
て
お
り
ま
す

開
設
に
合
わ
せ
て
、
職
員
の
募
集
を
し
て
お
り
ま
す

【
募
集
項
目
】

【
募
集
項
目
】

・
仕
事
内
容　

 

特
養
ホ
ー
ム
入
居
者
及
び
利
用
者
へ
の
生
活
介
護
全
般

・
募
集
職
種　

 

看
護
職
員
（
正
・
准
）　

介
護
職
員　

生
活
相
談
員
介
護

　
　
　
　
　
　

支
援
専
門
員　

機
能
訓
練
指
導
員　

管
理
栄
養
士　

運
営

　
　
　
　
　
　

管
理
職
員
等　

70
名
程
度

・
雇
用
形
態　

 

正
職
員　

嘱
託
職
員　

パ
ー
ト
職
員

・
給
与　

　
　

 

認
可
予
定
法
人
規
定
に
よ
り
優
遇

・
勤
務
時
間　

  

介
護
職
等
（
交
代
制
あ
り
、
月
２
回
〜
４
回
程
度
の
夜
勤
あ
り
）

　
　
　
　
　
　

 

看
護
職(

夜
勤
が
あ
り
ま
せ
ん)

・
資
格
経
験　

 

経
験
者
優
遇
。
未
経
験
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。
資
格
取

　
　
　
　
　
　

得
を
支
援
し
ま
す
。

・
休
日
休
暇　

 

月
８
回
（
交
代
制
）　

有
給
休
暇
有

・
そ
の
他　

　

 

社
会
保
険
完
備　

車
通
勤
可
能　

交
通
費
支
給　

・
応
募
方
法　

 

国
見
事
務
所
の
開
設(

10
月
予
定)

ま
で
は
下
記
準
備
室

　
　
　
　
　
　

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
連
絡
先　
　

 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
国
見
の
里
」
開
設
準
備
室

　
　
　
　
　
　

 

〒
９
６
０
―
１
１
０
７　

福
島
市
上
鳥
渡
字
街
道
南
25 
―
１ 

                      

若
松
ガ
ス(

株)

内

　
　
　
　
　
　

 

電
話　

　

０
２
４
―
５
４
５
―
２
１
１
８

　
　
　
　
　
　

 
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
４
―
５
４
５
―
２
１
２
０
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国見町職員派遣を終えて

　　　　　　　　岐阜県　池田町　太田輝美
　昨年９月から５月末までの９ヶ月間、上下水
道課で下水道災害復旧の対応職員として従事い
たしました。
　赴任して先ず、道路の陥没や路面から飛び出
るマンホールなど、被害の大きさに驚きました。
　しかし、下水道復旧工事中は多大なご不便や
ご迷惑をおかけしましたが、みなさんのご理解
とご協力により復旧することができました。
　また、初めての福島でしたが、公私に問わず
多くの方々から気軽に声をかけていただき、不
安なく派遣業務を全うできたことを深く感謝い
たします。
　今後も数々の問題が山積していますが、国見
町が一丸となって一日も早い復興を果たせるよ
う祈念しています。
　国見町のみなさん、町職員の方々、ありがと
うございました！

放送局：ふくしまＦＭ　81.8MHz
番組では、皆さんからの情報をお待ちしています。
◆問い合わせ　産業振興課　☎５８５－２９８６

　

第
１
回
目
の
国
見
町
義
経
ま
つ

り
実
行
委
員
会
が
６
月
26
日
、
観

月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

開
催
日
を
こ
れ
ま
で
ど
お
り
９
月

23
日
（
く
に
み
の
日
）
と
す
る
こ

と
、
会
場
を
上
野
台
運
動
公
園
と

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
実
行
委
員
長
に
は
、
国

見
町
商
工
会
会
長
の
岡
崎
長
市
さ

ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
ス

開
催
決
定
！

   
国
見
町
義
経
ま
つ
り

第 17回第 17 回

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
小
学
生
の
鼓
笛

演
奏
を
中
心
と
し
て
開
催
す
る
こ
と

も
合
わ
せ
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
詳
し
い
内
容
が
決
ま
り

ま
し
た
ら
、
広
報
や
チ
ラ
シ
な
ど

に
よ
り
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
て
い

き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

国
見
町
義
経
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事

務
局
（
国
見
町
役
場
企
画
情
報
課
）

☎
５
８
５
―
２
９
２
７

期
日
期
日　

９
月
９
月
2323
日
（
日
）

日
（
日
）

会
場
会
場　

上
野
台
運
動
公
園

上
野
台
運
動
公
園

～  お楽しみイベント（予定）～
12：00　飲食売店ブース開店
14：00　オープニングセレモニー
14：10　県北中学校吹奏楽部
14：45　みちのくボンガーズライブ「ワンパラ」
15：00　ＹＯＳＡＫＯＩ踊り（1回目）
                 福島県代表 YOSAKOI ソーラン祭り出場チーム
　　　　セミファイナル 5位入賞「郷人」、国見よさこい
15：45　大抽選会（東京スカイツリーや東京ディズ
 　　　　ニーリゾートパスポート券等盛りだくさん）
16：55　みちのくボンガーズライブ「母心」
17：30　ＹＯＳＡＫＯＩ踊り（2回目）
18：00　盆踊り
19：00　盆踊り表彰
20：00　打上げ花火
20：20　フィナーレ
※その他盛りだくさんのお楽しみが待っています！

◆主催　国見町商工会
　　　　国見夢まつり実行委員会
　　　　☎５８５－２２８０

国見夢まつり国見夢まつり
８月４日（土）12時～ 20時 20 分８月４日（土）12時～ 20 時 20 分
観月台文化センター　特設会場観月台文化センター　特設会場

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
被
災
し
た
庁
舎
を
新
庁
舎
に
建
て
替

え
る
た
め
、
昨
年
12
月
に
策
定
し
た
庁
舎
復
旧
基
本
構
想
に
基
づ

き
諸
般
の
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
左
記
の
日
程

に
よ
り
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
る
参
加
業
者
か
ら
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
公
開
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
傍

聴
が
可
能
で
す
。

▼
日
時　

平
成
24
年
７
月
24
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
頃
か
ら
午
後
２
時
頃
の
予
定

▼
場
所　

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
大
研
修
室

◆
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
財
政
係　

☎
５
８
５
―
２
１
１
４

役
場
庁
舎
建
設
基
本
設
計
業
務

役
場
庁
舎
建
設
基
本
設
計
業
務

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
！

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
！

～国見町事務職員派遣終了～～国見町事務職員派遣終了～

　派遣職員として、町の復興のためにご尽力
いただいた太田輝美さんが 5 月 31 日、退職
辞令の交付を受け任期を終えました。
　みなさんへ、太田さんよりメッセージをい
ただきましたのでご紹介します。

ありがとうございました

　

岐
阜
県
池
田
町
の
岡
崎
和
夫

町
長
、
町
議
会
の
遠
藤
和
雄
議

長
ら
12
人
が
５
月
25
日
、
国
見

町
を
訪
れ
、
震
災
後
の
被
害
状

況
な
ど
を
確
認
し
交
流
を
図
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
来
町
は
、
池
田
町
職

員
の
太
田
輝
美
さ
ん
が
国
見
町

に
派
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

実
現
し
た
も
の
で
す
。

岐
阜
県
池
田
町
よ
り
町
長

及
び
町
議
会
議
員
来
町

新
し
い
幼
稚
園
の
名
称
が

正
式
に
く
に
み
幼
稚
園

く
に
み
幼
稚
園
に

決
定
！

　

広
報
く
に
み
６
月
号
で
お
知

ら
せ
し
た
「
新
し
い
幼
稚
園
の

名
称
」
に
つ
い
て
、
６
月
22
日

開
催
さ
れ
た
国
見
町
議
会
定
例

会
で
議
決
さ
れ
、
正
式
に
「
く

に
み
幼
稚
園
」
に
決
定
し
ま
し

た
。

　

阿
津
賀
志
学
級
の
交
通
安
全

教
室
が
５
月
29
日
、
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

講
師
に
福
島
県
警
察
本
部
交

通
企
画
課
安
田
氏
と
樋
口
氏
を

迎
え
「
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演

い
た
だ
き
、
そ
の
後
実
技
指
導

が
行
わ
れ
、
交
通
安
全
へ
の
意

識
を
高
め
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
福
島
県
警
察
音
楽

隊
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
、
参

加
し
た
学
級
生
は
迫
力
あ
る
演

奏
を
真
剣
に
聞
き
、
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
す

阿
津
賀
志
学
級
交
通
教
室▲県警音楽隊の演奏の様子

▲役場（仮庁舎）を訪れた池田
町議会議員の皆さん

▲池田町を代表して挨拶を述べる岡
崎町長（写真左から 2人目）

国見町まちづくり推進協議会助成事業
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今
春
開
校
し
た
国
見
小
学

校
で
は
、
統
合
後
初
め
て
と

な
る
学
習
発
表
会
が
６
月
16

日
、
国
見
小
学
校
体
育
館
で

開
催
さ
れ
、
４
８
３
人
の
児

童
が
学
習
の
成
果
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

１
年
生
代
表
に
よ
る
開
会

の
言
葉
で
幕
を
開
け
、
５
年

生
の
合
唱
・
合
奏
、
２
年
生

の
群
読
劇
、
１
年
生
の
音
楽

劇
、
４
年
生
の
総
合
発
表
、

３
年
生
の
表
現
運
動
、
６
年

生
の
劇
が
行
わ
れ
、
６
年
生

に
よ
る
閉
会
の
言
葉
で
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、
友
だ

ち
と
息
を
合
わ
せ
て
元
気
よ

く
発
表
す
る
児
童
の
姿
が
あ

り
、
会
場
に
駆
け
付
け
た
大

勢
の
父
母
ら
か
ら
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

②　　　開会の言葉 1年生

③④　　合唱・合奏「森の冬・CHOO CHOO TRAIN」5年生

⑤⑥　　群読劇「スイミーものがたり」2年生

⑦⑧　　音楽劇「ふしぎの国のアリスたち」1年生

①⑨⑩　総合発表「国見っ子祭り」4年生

⑪⑫　　表現運動「がんばれ！国見ちび忍者」3年生

⑬⑭　　劇「ノンノン山の鬼ごっこ」6年生

み
ん
な
が
主
役
！ 

元
気
に
発
表

〜
国
見
小
学
校
で
初
め
て
の
学
習
発
表
会
〜

〜
国
見
小
学
校
で
初
め
て
の
学
習
発
表
会
〜

日
頃
の
学
習
の

日
頃
の
学
習
の

　
　

成
果
を
発
表

　
　

成
果
を
発
表

　

午
後
か
ら
は
「
第
１
回
く
に

み
っ
子
バ
ザ
ー
」
が
開
催
さ
れ
、

バ
ザ
ー
の
開
始
時
刻
に
は
、
掘
り

出
し
物
を
目
あ
て
に
多
く
の
方
が

来
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
収
益
金
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
た
ち
の
教
育
活
動
の
施
設
・

設
備
の
充
実
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

く
に
み
っ
子
バ
ザ
ー
開
催

く
に
み
っ
子
バ
ザ
ー
開
催

①①

②②

③③

④④

⑤⑤

⑥⑥

⑦⑦⑧⑧

⑨⑨

⑩⑩ ⑪⑪

⑫⑫ ⑬⑬

⑭⑭
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まちのわだいまちのわだい
復興に向けて交流　
大阪府吹田市新芦屋自治会来町

　大阪府吹田市の新芦屋自治会の村田会長ら６人が 6
月 15 日来町し、震災後の町の対応等について意見交換
が行われました。今回の交流は、吹田市職員の真壁賢
治さんが国見町に派遣されていることから、真壁さん
の地元の新芦屋自治会が被災地支援で企画し実現した
ものです。町からの被害状況の説明の後、新芦屋自治
会の皆さんから、除染の問題や下水道処理の問題など
熱心な質問があり「大阪に持ち帰って震災当時ライフ
ラインが大変だったこと等を伝えたい。自治会や市で
我々にできることをやりたい」と決意を述べられました。

町の復興のために
コープふくしまより寄附金

　生活協同組合コープふくしまの八島博正理事長ら 3
人が 6月 5日来庁し、「町の復興・復旧のために役立て
てほしい」と 30 万円の寄附をいただきました。
　コープふくしまでは、3.11 を忘れないということと、
地域の皆さんとともに復興を応援するため毎月 11 日を
「コープいきいき復興応援デー」としています。
　毎月 11 日の売上げの約 1％を復興応援積立基金とし
て、復興にまつわる活動（除染、子育て応援、避難生
活支援など）へ役立ててもらうため店舗のある市や町
へ寄附をしています。

5 種目の競技で熱戦！
町長杯スポーツ大会表彰式

　5月 20 日から 27 日にかけて 5種目の競技で熱戦が
繰り広げられた町長杯スポーツ大会の表彰式が 6月 7
日、観月台文化センターで行われました。
　表彰式では、各種目の優勝・準優勝・第３位のチー
ムが受賞を受けました。
※各種目の成績は「広報くにみ 6月号」20 ページに掲
載済　

町の食育推進にご尽力
福島県食生活改善推進連絡協議会会長表彰

　福島県食生活改善推進連絡協議会会長表彰が、6月
12 日白河市で行われ、佐藤和子さん（板橋）が受賞さ
れました。
　佐藤さんは、国見町食生活改善推進員として 12 年に
わたり、町民の身近な支援者として、地域における食
生活の改善、食育の推進に努められました。
　平成 17 年からは、保育所の子どもたちを対象に手作
り紙芝居などを使って食育活動を進めるなど、現在も
食育推進、食生活改善の向上に大きく貢献されていま
す。

　

桐
目
木
共
同
山
組
合
で
は
、

桜
の
名
所
づ
く
り
と
、
荒
廃
が

進
む
里
山
の
環
境
保
全
を
目
的

と
し
て
、
内
谷
字
桐
目
木
二
地

区
約
６
ｈ
ａ
に
桜
の
森
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

６
月
10
日
に
は
、
平
成
21
年
度

か
ら
平
成
23
年
度
に
お
い
て
植
樹

さ
れ
た
約
４
０
０
本
の
桜
苗
木
を

中
心
に
育
成
保
護
作
業
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

組
合
で
は
、
今
後
も
定
期
的

に
作
業
を
進
め
る
と
の
こ
と
で

あ
り
、
町
は
町
内
外
へ
広
く
活

動
を
知
ら
せ
る
等
、バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課
産
業
振
興
係

☎
５
８
５
―
２
９
８
６

　

石
母
田
財
産
区
議
会
は
６
月

11
日
、
阿
津
賀
志
山
地
内
の
区

所
有
松
林
に
お
い
て
、
県
林
業

研
究
セ
ン
タ
ー
よ
り
配
布
さ
れ

た
松
く
い
虫
の
被
害
を
受
け
難

い
苗
木
１
５
０
本
を
、
同
財
産

区
議
員
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

植
え
付
け
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
昨
年
度
見
直
し
た

町
森
林
整
備
計
画
に
基
づ
き
、

松
く
い
虫
に
よ
る
松
枯
れ
被
害

を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め
、
阿
津

賀
志
山
周
辺
松
林
に
お
い
て
は

そ
の
保
全
、
そ
れ
以
外
の
松
林

に
お
い
て
は
樹
種
転
換
を
推
進

し
て
お
り
ま
す
。

　

町
は
、
今
後
も
抵
抗
性
マ
ツ

苗
木
の
配
布
を
要
望
し
、
阿
津

賀
志
山
の
保
全
を
進
め
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課
産
業
振
興
係

☎
５
８
５
―
２
９
８
６

国
見
町
内
谷
地
区
に

国
見
町
内
谷
地
区
に

桜
の
名
所
を
作
ろ
う
！

桜
の
名
所
を
作
ろ
う
！

阿
津
賀
志
山
に
抵
抗
性

阿
津
賀
志
山
に
抵
抗
性

マ
ツ
苗
木
１
５
０
本
を

マ
ツ
苗
木
１
５
０
本
を

植
え
付
け
ま
し
た

植
え
付
け
ま
し
た

　（財）日本遺族会は、「戦没者遺児による慰霊
友好親善事業」の参加者を募集しています。
　同事業は、厚生労働省から補助を受け実施して
おり、先の大戦で父等を亡くした戦没者の遺児を
対象として、父等の戦没した旧戦域を訪れ、慰霊
追悼を行うとともに、同地域の住民と友好親善を
はかることを目的としています。
費用は、参加費として９万円。
日程等の詳細は、
（財）日本遺族会事務局０３－３２６１－５５２１まで。
お申込は、お住まいの各都道府県遺族会へ
　福島県遺族会　０２４－５３４－５８７７

日本政策金融公庫からの震災特例融資に関するお知らせ
罹災証明書等が確認できる農林漁業や食品産業の皆さま
に対して、特別な融資制度を用意しています。
①実質的に無担保・無保証人でご利用いただけます。
②実質無利子でご利用いただけます。
③返済期間・据置期間を通常より３年間延長しています。
詳しくは日本政策金融公庫０１２０－１５４－５０５
（平日９時～１９時）までお問い合わせください。

バスの車内事故防止についてのお願い

　ただいま、走行中のバス車内での事故を

防止するため、「車内事故防止キャンペー

ン」を実施しております。

　走行中に席を離れると、転倒など思わぬ

けがをする場合があります。お降りの際は、

バスが停留所について扉が開いてから席を

お立ち願います。

　また、バスは安全運転に徹しております

が、やむを得ず急ブレーキを掛ける場合が

あります。満席のため、お立ちになってご

利用いただく場合には、吊革や握り棒に

しっかりおつかまりください。

　バス車内事故防止に皆様のご理解とご協

力をお願いします。

東北運輸局福島運輸支局・福島県バス協会

バスの車内事故防止についてのお願いバスの車内事故防止についてのお願い

　ただいま、走行中のバス車内での事故を

防止するため、「車内事故防止キャンペー

ン」を実施しております。

　走行中に席を離れると、転倒など思わぬ

けがをする場合があります。お降りの際は、

バスが停留所について扉が開いてから席を

お立ち願います。

　また、バスは安全運転に徹しております

が、やむを得ず急ブレーキを掛ける場合が

あります。満席のため、お立ちになってご

利用いただく場合には、吊革や握り棒に

しっかりおつかまりください。

　バス車内事故防止に皆様のご理解とご協

力をお願いします。

東北運輸局福島運輸支局・福島県バス協会

日本政策金融公庫からの震災特例融資に関するお知らせ
罹災証明書等が確認できる農林漁業や食品産業の皆さま
に対して、特別な融資制度を用意しています。
①実質的に無担保・無保証人でご利用いただけます。
②実質無利子でご利用いただけます。
③返済期間・据置期間を通常より３年間延長しています。
詳しくは日本政策金融公庫０１２０－１５４－５０５
（平日９時～１９時）までお問い合わせください。

（財）日本遺族会は、「戦没者遺児による慰霊
友好親善事業」の参加者を募集しています。
同事業は、厚生労働省から補助を受け実施して

おり、先の大戦で父等を亡くした戦没者の遺児を
対象として、父等の戦没した旧戦域を訪れ、慰霊
追悼を行うとともに、同地域の住民と友好親善を
はかることを目的としています。
費用は、参加費として９万円。
日程等の詳細は、
（財）日本遺族会事務局０３－３２６１－５５２１まで。
お申込は、お住まいの各都道府県遺族会へ
福島県遺族会　０２４－５３４－５８７７

募集種類 資格 受付期間 試験期日
航空学生 高卒（見込含）21 歳未満の者 8月 1日～ 9月 7日 1次 9月 22 日

一般曹候補生 18 歳以上 27 歳未満の者 8月 1日～ 9月 7日 1次 9月 17 日
2次 10 月 4日～ 11 日

自衛官候補生 18 歳以上 27 歳未満の者 8月 1日～ 9月 7日 男子 9月 17 日
女子 9月 23 日

◆問い合わせ　福島募集案内所　福島市八木田榎内 25－ 1　☎ 024（545）7995

平成 24年度陸上自衛官募集案内平成 24年度陸上自衛官募集案内
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魅力ある農業経営を目指して
家族経営協定調印式

　家族経営協定調印式が6月18日、観月台文化センター
で行われました。佐藤力町長、朽木勝之町農業委員会
会長、丹治芳廣伊達農業普及所長の立ち合いのもと、
黒田武さん家族 2人（泉田下）が協定書に調印しました。
　家族経営協定は、農業に携わる家族が、意欲を持ち、
やりがいが感じられるよう経営方針や役割分担、家族
みんなが働きやすい就労環境などについて、家族間で
十分に話し合い、取り決めるものです。
　町では、これまで 10 件の農家が協定を結んでおり、
今回で 11 件目の調印となりました。

犯罪や非行のない社会 へ
社会を明るくする運動

　社会を明るくする運動への法務大臣メッセージの伝
達が 6月 18 日、観月台文化センターで行われ、町内の
保護司 5名及び更生保護女性会の代表 2名が佐藤町長
にメッセージを伝達しました。
　社会を明るくする運動は、犯罪や非行の防止と、犯
罪をした人や非行のある少年の更生について理解を深
めてもらおうとする全国的な運動です。
　この日訪れた保護司の方は「地域で犯罪や非行がな
いように子どもたちや町民を見守って行きたい」と誓っ
ていました。

信州の魅力を堪能
応急仮設住宅入居者へ出前ボランティア

　被災地に元気を届けようと長野県から「日本舞踊竹
本流」と「軽井沢そばの会」が 6月 16 日、国見町観月
台文化センターを訪れ、応急仮設住宅入居者を対象に
出前ボランティアが行なわれました。
　今回のボランティアは、長野県議会議員の今井正子さ
んが被災地支援の一環で企画したもので、被災地の仮設
住宅などへ出前ボランティアを実施しているものです。
　参加者の皆さんは、本場の信州そばを堪能しながら、
竹本流の日本舞踊を鑑賞し、楽しいひと時を過ごしま
した。

ちまき作りで交流
応急仮設住宅入居者と町赤十字奉仕団

　国見町応急仮設住宅入居者と町赤十字奉仕団（安田
節子委員長）との交流事業が 6月 15 日、国見町観月台
文化センターで開催されました。
　参加者の多くは飯舘村から避難している方で、飯舘
村では「ちまき」を作る風習がないこともあり、奉仕
団員から丁寧に「ちまき」の作り方を教えて頂きながら、
熱心に取り組んでいました。
　会食では、自分達で作った「ちまき」を頬張り、皆口々
に「美味しい」と好評で、もち米と古代米の２種類の「ち
まき」を美味しくいただきました。

まちのわだいまちのわだい
人権の花を育てます
国見小学校児童が花の苗を植栽

　小学生に、お互いに協力して花を育てることを通し
て、情操を豊かにし、思いやりの心、人権尊重につい
ての理解を体得してもらうことを目的とした「人権の
花」運動が、国見小学校で実施されています。
　6月 5 日には人権擁護委員の寺島詔さんと国見小学
校 6年生 79人がプランターにマリーゴールドとサルビ
アの花の苗を植えました。植栽したプランターはみん
なが見える場所（校舎前）に置いて全校生で育ててい
ます。きっと、子どもたちの心にも人権の花が大きく
咲くことでしょう。

ふくしまの果物を全国にＰＲ
2012 ミスピーチキャンペーンクルー来町

　県くだもの消費拡大委員会の「2012 ミスピーチキャ
ンペーンクルー」は 6月 5日、今年度の活動ＰＲのた
め来町しました。
　この日は、11 人のミスピーチが役場を訪れ「福島の
果物を全国で食べてもらえるようＰＲします」などと
抱負を述べました。
　キャンペーンクルーは、今後、首都圏などで福島県
産果物の消費拡大のためＰＲ活動を展開する予定です。

県大会・東北大会で活動を期待
出場者 9人に奨励金贈呈

　国見町青少年育成町民会議は6月22日、県大会や東北
大会に出場の児童・生徒9人に奨励金を贈りました。全国
小学生学年別柔道大会県予選会に出場する国見小の野村成
美さん（5年）、佐々木舞依さん（5年）、県総体ソフトテ
ニスに出場する県北中の岡田結愛さん（2年）、佐藤未来
さん（1年）、松浦真美さん（3年）、引地理彩さん（2年）、
五十嵐温子さん（3年）、五十嵐真結さん（2年）、6月14
日に岩手県で開催された東北高体陸上競技１６００ｍリ
レーに出場し、準決勝に進んだ神田裕基さん（福島商業高
校3年）。　選手は「自分の力を出し切りたい」など抱負
を語り、大会での活躍を誓っていました。

子どもたちへ遊びを提供
「ドッヂビー」をプレゼント

　静岡県富士市を拠点に活動をしている「ハッピーディ
スクプロジェクト」の代表長峰利樹さんら 3人は 6月
18 日、国見子どもクラブを訪れドッヂビーのディスク
を寄贈し、子どもたちに遊び方の指導を行いました。
　長峰さんらは、原発事故の影響で自由に外で遊べな
い子どもたちにドッヂビーのディスクを届け、伸び伸
び体を動かしてもらうため昨年からこの活動に取り組
んでいるとのことです。
　子どもたちは、ドッヂビーの投げ方を教わった後、
チームごとに分かれて実際にゲームをして楽しんでい
ました。
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　町内の幼稚園で
は 6 月 4 日、虫歯
予防デーの集いを
開きました。森江
野幼稚園では、園
児が歯科医の先生

の影響でプールに入ることができませんでした。今年、
国見小ではバスで森江野町民プールまで移動しての授
業となります。子どもたちは、まだ少し水温が低いこ
ともあり「冷た～い」と言いながらも笑顔を見せてい
ました。7月には中学校、保育所でもプールが始まり
ます。

6/18 藤田幼稚園

待ちに待ったプール開き！
プールに子どもたちの歓声が戻って

きた 虫歯にならないように！
正しい歯磨きを身につけよう

憧れの主人公に注目！
幼稚園で演劇教室開催
　藤田幼稚園と森江野幼稚園は 6月 5日、合同で演劇
教室を開催しました。今年は「ピーターパン」の劇を
鑑賞しました。憧れの主人公ピーターパンの登場に子
　 　どもたちは大喜び。みん
　 　な最後まで集中して劇を
　 　 観賞しました。

　藤田保育所では 6月 15日、交通教室を開催しました。
　講師の福島北警察署桑折分署藤田駐在所目黒巡査長
から、横断歩道の渡り方、信号のルール、チャイルドシー
ト着用、自転車の乗り方などを紙芝居を交えて話があ
りました。
　子どもたちは終始笑顔で交通ルールを学び、元気に
質問をしていました。

6/27 国見小学校6/27 国見小学校

　6 月下旬、町内
の小学校、幼稚園
のプールに子ども
たちの歓声が帰っ
て来ました。昨年
は震災や原発事故

6/18 藤田幼稚園6/18 藤田幼稚園

から虫歯を予防するための話を聞いた後、歯磨きの指
導を受けました。
　また、イキイキ子育てクラブでは 6月 13 日、町保健
師を講師に招き、「歯の大切さについて」と題して講話
が開催されました。参加したお母さん方は、子どもた
ちが虫歯にならないように熱心に話を聞いていました。

6/4 森江野幼稚園6/4 森江野幼稚園

6/13 イキイキ子育てクラブ6/13 イキイキ子育てクラブ

ど
な
 観

良い子のみんな！交通ルールを守
ろう

藤田保育所で交通教室開催

２０１２ 中体連
県中生 大活躍！

県北地区県北地区中体連総合大会　（※県大会出場のみ掲載）
　　（陸上：5月 16、17 日　総合：6月 19、20 日）
陸上競技　1年女子　1500 ｍ　   第 2 位　髙橋香澄
　　　　　共通女子　四種競技　第 6位　菅野瑞生
柔道（男子）個人　55kg 級　第 2位　市川隼人
　　　　　　　　　66kg 級　優　勝　佐藤敬太
　　　　　                 73kg 級　第 3位　神田尚紀
剣道（男子）個人　ベスト 8　   赤井畑　誼
ソフトテニス（男子）団体　優　勝
ソフトテニス（女子）団体　第 2位
　　　　　　個人　第 3位　五十嵐温子・五十嵐真結
　　　　　　　　　ベスト 8　岡田結愛・佐藤未来
卓球（男子）個人　ダブルス   第 3 位　菅野拓人・斎藤康平
卓球（女子）個人　シングルス   ベスト 8　小池優花
バレーボール（男子）　第 3位
水泳（女子）200m個人メドレ－　第 1位　髙橋里歩
　　　　　　400m個人メドレ－　第 2位　髙橋里歩

伊達支部伊達支部中体連総合大会　（※県北大会出場のみ掲載）
　　　　　（総合：6月 6、7日）
柔道（男子）団体　優勝
　　　　　　個人　55kg 級　第 2位　市川隼人
　　　　　　　　　66kg 級　優　勝　佐藤敬太
　　　　　                 73kg 級　優　勝　神田尚紀
柔道（女子）個人　体重別  　第 2位　國分陽生
剣道（男子）団体　第 3位
　　　　　　個人　第 3位　赤井畑　誼
剣道（女子）団体　優　勝
　　　　　　個人　第 2位　朝内梨々香
ソフトテニス（男子）団体　第 2位
　　　　　　個人　優　勝　寺島一輝・髙橋　翼
　　　　　　　　　第 3位　稲村瑛仁・玉手光次
ソフトテニス（女子）団体　優　勝
　　　　　　個人　第 3位　五十嵐温子・五十嵐真結
　　　　　　　　　ベスト 8　松浦真美・引地理彩
　　　　　　　　　ベスト 8　岡田結愛・佐藤未来
卓球（男子）団体　第 2位
　　　　　　個人　シングルス    第 3 位　松浦竜真
　　　　　　　　　　　　    第 3 位　渡邉圭佑
　　　　　　　　　ダブルス    優　勝　遠藤裕二・佐藤託巳
　　　　　　　　　　　　   第 2 位　安藤知義・林　朋哉
　　　　　　　　　　　　   ベスト 8　齋藤　光・井内秋斗
　　　   　　　　　　　　　ベスト 8　菅野拓人・斎藤康平
卓球（女子）団体　優　勝
　　　　　　個人　シングルス   優　勝　小池優花
　　　　　　　　　　　       第 3 位　佐藤ひなた
　　　　　　　　　　　       ベスト 8　八巻佳乃
　　　　　　　　　ダブルス    優　勝　松浦玲奈・佐藤樹里
　　　　　　　　　　　　    ベスト 8　本多来香・佐藤志帆

柔道（団体戦）の様子柔道（団体戦）の様子
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▲レシーブのコツを教わる県北
中生徒

▲参加者を代表してお礼を述べる県北中
女子バレーボール部主将佐藤美星さん

▲アンダーハンドパスの指導を受け
る県北中生徒

▲指導を受けて、真剣に練習する国
見ダイヤモンズスポ少の児童
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保健福祉課　保健係　☎ 585--2783

E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

7月は「愛の血液助け合い運動」月間です。

2007 年、はしか ( 麻しん ) が大流行して、大学などで自主休校が大きくニュース
になったことが記憶に新しいと思います。 
子どもの病気と思いがちですが、実は、大人もかかる病気です。
大人がかかった方が、症状は重くなり、入院するほど重症になることもあります。

    ＊＊＊   1 歳 6 ヵ月児健診   ＊＊＊　
該　当　児 実　施　日 受　付　時　間 会　　　場

平成 22年 12 月 21 日～
平成 23 年 3月 20 日生まれの幼児 9月 20 日（木） 　午後 1時 30 分～

　　　　　　午後 2時
小坂農村総合管理

センター

【健診内容】　内科と歯科の医師の診察、歯科衛生士による歯磨き指導、生活保健指導、身長・体重測定を行ないます。
　　　　　　心理判定員による相談・指導…子育てに関する不安や悩み等、お気軽にご相談ください。
　　　　　　栄養指導（おやつの試食）もあります。
《持参するもの》　母子健康手帳と 1歳 6ヵ月児健康診査票（必要事項を記入してください）を忘れずに！

＊＊＊　ニコニコ相談会　＊＊＊
対　象　者 実　施　日 受　付　時　間 会　　　場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者 9月 5日（水） 　午前 10 時～

　　　　　午前 11 時 30 分
子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課または藤田保育所（☎ 585 - 2374）に電話でお申し込みください。

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　●

＊＊＊　乳　児　健　診　＊＊＊
該　当　児 実　施　日 受　付　時　間 会　　　場

・3か月児（平成 24 年   5 月生まれ）
・9か月児（平成 23 年 11 月生まれ） 9月 27 日（木） 　午後 1時 15 分～

　　　　　　午後 1時 45 分
観月台文化センター

第 1和室

【健診内容】　医師の指導、身長・体重測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9か月児は歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。
《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　●

献血のおかげでたくさんの命が救われています。
献血者数が特に減少するこの季節、幅広い方々からの献血へのご協力を
お願いいたします。
次回の国見町の献血の日は、９月４日（火）です。
時間、場所については 8月号でお知らせいたします。
皆様のご協力をお願いします。

子宮頸がん・乳がん検診子宮頸がん・乳がん検診を受けましょう !!
平成 24 年度の子宮頸がん・乳がん検診は８月より実施します。
先に実施しました「健康管理世帯調査台帳」で、町の検診を希望した方には受診録等を配布いたします。
配布のご案内をよく読まれ受診いただきますようお願いいたします。
なお、下記の方は保健福祉課　保健係までご連絡ください。
　・春の健康管理世帯調査（検診対象者アンケート）の際に町の検診を希望しなかった方で、新たに　
　　検診を希望する方。
　・子宮頸がん検診・乳がん検診は、どちらも国の指針で２年に１回の受診となります。昨年検診を　
　　受けていない奇数年齢の方で今回検診を希望される方。

　　　※今年度対象となる方（年齢起算日　平成 25 年 3月 31 日）
　　　　●子宮頸がん検診：20 歳以上の偶数年齢
　　　　●乳がん検診　　：40 歳以上の偶数年齢

県北保健所管内で県北保健所管内ではしかはしか ( 麻しん ) が流行しています( 麻しん ) が流行しています

はしか (麻しん )、風しんの予防接種は、２回お済みでしょうか？

【症状】
・38℃の程度の発熱　・せき　・鼻水　・くしゃみ
・目の充血　・発しん（ぶつぶつ）が全身に広がる
・コプリック斑 ( ほほの内側に赤みを伴った白い
小斑点 )
【経過】
・感染したら、10 日間程度の潜伏期間を経て、
風邪のような症状が出てきます。
・熱が出てから 2～ 3日後に 39 度以上の高熱と
発しんがでてきます。

【治療】
麻しんウィルスそのものに効く薬はありません
が症状を楽にする治療(対症療法)が行われます。
【どうやってうつるの？】
「空気感染」ウイルスが空中を浮遊し、それを吸
い込むことで感染をします。
「接触感染」ウイルスが付着した手で口や鼻に触
れることで感染します。
はしかは、インフルエンザよりも感染させる力
が非常に強い非常に強いと言われています。

はしかってどんな病気？はしかってどんな病気？

予防するためには、どうすればいいの？
予防接種予防接種を受けることが最も効果的最も効果的です。

下記対象者の方には個別におたよりをお送りしましたが、まだ接種されていない方は早めに受けられ
ますようお勧めいたします。接種期間は 25 年 3月 31 日までとなります。接種期間を過ぎると自己負
担となります。

※上記以外の方で接種歴やかかったかどうか不確かな場合は、接種することをお勧めします。
　任意接種のため全額自己負担となります。詳しくは、かかりつけ医とご相談ください。

接種時期 対象者

2期 5歳～ 7歳未満で小学校就学前 (1 年間 ) の方
（平成 18 年 4月 2日～平成 19 年 4月 1日生まれ）

3期 中学 1年生に相当する年齢の方

４期 高校３年生に相当する年齢の方
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【心配ごと相談】
 ・開催日及び相談員
    9 日（木）滝川　孜さん
   　               蓬田ゆみ子さん　
  23 日（木）佐藤　正子さん
   　　　　　 八巻　忠一さん
 ・場所　観月台文化センター
 　　　　第 2和室
 ・時間　午前 9時～正午

【障がい者相談】
 ・開催日　21日（火）
 ・場所　観月台文化センター
 　　　   保健指導室
 ・時間　午前 10時～午後 4時
 ・相談事業受託者
    特定非営利法人福島・伊達
    精神障害者福祉会 「ひびき
    の会」

入
国
警
備
官
採
用
試
験

　
▼
受
験
資
格　

Ⅰ
警
備
官　

①

平
成
24
年
４
月
１
日
に
お
い
て

高
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
見
込
み
の
方　

②
人
事
院
が

上
記
に
準
ず
る
と
認
め
る
方

Ⅱ
警
備
官(

社
会
人)　

昭
和

47
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
（
上
記
Ⅰ
①
に
規
定
す
る

機
関
を
経
過
し
た
方
及
び
人
事

院
が
上
記
に
準
ず
る
と
認
め
る

方
に
限
り
ま
す
）

▼
受
付
期
間　
　
　
　
　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

７
月
24

日（
火
）か
ら
８
月
２
日（
木
）

郵
送
ま
た
は
持
参
７
月
30
日

(

月)

〜
８
月
７
日(

火)

▼
一
次
試
験　

９
月
30
日
（
日
）

▼
一
次
合
格
発
表　

10
月
17
日(

水)

▼
二
次
試
験　

10
月
30
日

(

火)

〜
11
月
１
日(

木)

▼
最
終
合
格
発
表　

11
月
27
日(

火)

◆
問
い
合
わ
せ

仙
台
入
国
管
理
局
総
務
課

☎
０
２
２
―
２
５
６
―
６
０
７
６

後
期
高
齢
者
医
療

　

被
保
険
者
証
更
新

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険

者
証
は
、
毎
年
８
月
１
日
に
更
新

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
新
し
い
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を
７

月
末
ま
で
に
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
８
月
１
日
以
降
に
医
療
機

関
等
を
受
診
す
る
際
は
、
必
ず

新
し
い
被
保
険
者
証（
ピ
ン
ク
色
）

を
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
国
保
係

５
８
５
―
２
７
８
５

介
護
保
険
負
担
限
度
額

認
定
申
請

　

介
護
保
険
要
介
護
認
定
者

が
、
介
護
保
険
施
設
【
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
老
人
保

健
施
設
、
介
護
医
療
型
医
療
施

設
、
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
】
を

利
用
す
る
場
合
、
利
用
者
負
担

（
１
割
）
の
ほ
か
に
、
居
住
費

及
び
食
費
を
負
担
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
利
用

者
の
負
担
が
著
し
く
重
く
な
ら

な
い
よ
う
、
所
得
や
世
帯
の
状

況
に
応
じ
て
、
居
住
費
と
食
費

の
自
己
負
担
額
の
上
限
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

負
担
限
度
額
の
適
用
を
受
け

る
た
め
に
は
申
請
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
担
当

課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
長
寿
介
護
係

☎
５
８
５
―
２
１
２
５

平
成
24
年
度
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
減
免
に
つ
い
て

【
固
定
資
産
税
】　

　

損
壊
家
屋
等
解
体
処
理
支
援

事
業
に
認
定
さ
れ
た
家
屋
等
の
う

ち
、
課
税
基
準
日
平
成
24
年
１
月

１
日
現
在
に
お
い
て
、
解
体
処
理

が
終
了
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
、

平
成
24
年
度
固
定
資
産
税
額
が
、

減
免
と
な
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て

は
、
次
に
ご
留
意
の
上
、
申
請
さ

れ
ま
す
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

●
減
免
の
対
象
税
目

平
成
24
年
度
固
定
資
産
税

（
当
該
家
屋
等
に
関
す
る
税
相
当
額
）

●
申
請
書
提
出
先　

税
務
課

●
対
象
者
の
方
々
へ
直
接
、
申

請
の
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
。

●
解
体
状
況
に
よ
り
、
現
地
調

査
が
必
要
と
な
る
場
合
も
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
立
入
り
に
際
し

ご
了
承
願
い
ま
す
。

●
税
額
の
変
更
時
期
は
、
第
２

期
（
納
期
限
10
月
１
日
）
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

●
６
月
に
お
送
り
し
ま
し
た
平

成
24
年
度
固
定
資
産
税
額
は
、

東
日
本
大
震
災
や
原
発
事
故
に

よ
る
影
響
を
含
ん
だ
も
の
を
反

映
し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

税
務
課
課
税
係

５
８
５
―
２
７
７
８

【
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
】

　

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保

険
料
で
平
成
23
年
度
減
免
を
受

け
た
方
は
、
平
成
24
年
９
月
ま

で
引
き
続
き
減
免
が
延
長
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
平
成
24
年
度

よ
り
新
た
に
減
免
を
受
け
る
場

合
、申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
国
保
係
・
長
寿
介
護
係

５
８
５
―
２
７
８
５
・
２
１
２
５

くらしのくらしの
情　報情　報

戸 籍 の 窓 口
5月 21 日～ 6月 20 日受付分

●結婚おめでとう●
　近野　拓哉さん 　

　水野　真衣さん

　菊地　　渉さん

　宍戸　七恵さん

　

●誕生おめでとう●
　
　佐久間　里

り お
桜ちゃん（錦町）

　　　真徳さん　絵理さん

　村上　琴
ことみ
美ちゃん（板橋）

　　　博彦さん　恵さん

　鈴木　颯
はやせ
晟ちゃん（川内）

　　　勝也さん　由実さん

　　

●おくやみ申し上げます●
　佐藤　艶子さん　68（太田川）

　齋藤　文江さん　61（山根）

　武田　　浩さん　84（第３）

　宇佐美　武比古さん　69（錦町）

　後藤　利一さん　96（宮町北）

　菊地　正吉さん　86（第 12）

　佐藤　政一さん　84（第 12）

　実沢　トキ子さん　85（第９）

　

　掲載を希望されない方は、届出の
際にお申し出ください。

農業委員会　総会の日程
　
　農業委員会の総会では、農地の貸借や売買、転用、農
業行政への建議等を審議します。
　総会は公開です。傍聴を希望される方は、開会時間ま
でにおいでください。　
　　・日時 　7月 20 日（金）　午後 3時 00 分
　　・日時 　8月 20 日（月）　午後 1時 30 分
　　・場所　観月台文化センター　大研修室
　　◆問い合わせ　農業委員会事務局　☎ 585-2890  

今月の今月の

固定資産税（第１期）
国民健康保険税（第１期）
介護保険料（第１期）
納期限は…

7 月３１日（火）です。

納　税

募　
　

集

募　
　

集

　
　　平成 24 年 5月 31 日現在
　　　人口　　10,136 人（△ 14）
　　　男　　　  4,897 人（△ 8）
　　　女　　  　5,239 人（△ 6 ）
　　　世帯　  　3,336 世帯（ 2）
    ※ 広報くにみでは住民基本台帳人口を
         掲載しています。   

人口と世帯

（第１）

（宮町北）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

８
月
の
相
談
会

第
2 4
回
元
気
セ
ミ
ナ
ー

　

地
域
住
民
の
皆
様
に
向
け
て

『
元
気
セ
ミ
ナ
ー
』
を
開
催
し

ま
す
。
申
込
不
要
・
無
料
の
セ

ミ
ナ
ー
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

７
月
26
日
（
木
）
午

後
４
時
〜

▼
場
所　

総
合
受
付
前
ホ
ー

ル
・
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ

▼
演
題　

床
ず
れ
予
防
と
介
護
に

つ
い
て
〜
家
族
・
介
護
者
の
た
め
に
〜

▼
講
師　

認
定
看
護
師　

佐
藤

由
美

◆
問
い
合
わ
せ

公
立
藤
田
総
合
病
院　

健
康
管

理
セ
ン
タ
ー

☎
５
８
５
―
２
１
２
１

東
日
本
大
震
災
お
よ
び

原
子
力
災
害
に
お
け
る

不
動
産
取
得
税
特
例
措
置

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
被

害
（
一
部
損
壊
を
除
く
）
を
受

け
た
家
屋
に
代
わ
る
も
の
を
取

得
し
た
場
合
や
原
子
力
災
害
に

よ
り
警
戒
区
域
・
計
画
的
避
難

区
域
内
の
家
屋
に
代
わ
る
も
の

を
取
得
し
た
場
合
、
一
定
の
要

件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
特
例

措
置
に
よ
る
控
除
や
減
免
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

福
島
県
県
北
振
興
局　

県
税
部

課
税
第
一
課　

不
動
産
取
得
税

チ
ー
ム

☎
０
２
４
―
５
２
３
―
４
６
９
９

ふ
く
し
ま
大
卒
等
合
同
就

職
面
接
会

　

新
規
大
学
卒
等
を
予
定
の

方
、
平
成
22
年
３
月
に
卒
業
し

て
、
現
在
就
職
活
動
を
し
て
い

る
方
を
対
象
に
、
正
職
員
で
雇

用
す
る
計
画
の
あ
る
県
内
企
業

と
の
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
福
島
・
二
本
松
地
区
（
企
業

35
社
が
参
加
予
定
）】

▼
開
催
日　

７
月
17
日
（
火
）

▼
実
施
内
容　

就
職
支
援
セ
ミ

ナ
ー　
午
前
11
時
〜
12
時　

合
同
就

職
面
接
会　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
会
場　

コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま

◆
問
い
合
わ
せ

福
島
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

☎
０
２
４
―
５
３
４
―
０
４
６
６

【
郡
山
・
須
賀
川
・
白
河
地
区（
企

業
50
社
が
参
加
予
定
）】

▼
開
催
日　

７
月
24
日
（
火
）

▼
実
施
内
容　

就
職
支
援
セ
ミ

ナ
ー　

午
前
11
時
〜
12
時　

合
同
就

職
面
接
会　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
会
場　
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

◆
問
い
合
わ
せ

福
島
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

☎
０
２
４
―
９
２
７
―
４
６
３
３

―お詫び―
　６月号で掲載しました次の記
事について誤りがありました。
・22ページ（最終ページ）「小
さな天才たち：県北中学校」
へ掲載した作品「校舎のある
風景」について、田中なつみ
さん（3年）と渡邊理子さん（2
年）の「氏名及び学年」を誤っ
て反対に表記しておりました。
お詫びして訂正いたします。
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行事のお知らせ行事のお知らせ
≪ 7月≫
  7 日 ( 土 ) 少年仲間づくり教室「ｷｬﾝﾌﾟ料理を作ろう」
  8 日 ( 日 ) 県民スポーツ大会県北地域大会
10 日 ( 火 ) 阿津賀志学級「町長講話」
11 日 ( 水 ) くにみ女性教室「研修旅行」
12 日 ( 木 ) おはなし会（みみずく）
13 日 ( 金 ) 成人学級「歴史講話」
14 日 ( 土 ) 日本昔ばなしの入口①
　　　　　デジタルカメラ教室③
　　　　　子ども将棋教室②
15 日 ( 日 ) 家庭の日
21 日 ( 土 ) 町民プール開放（～ 8/26）
　　　　　日本昔ばなしの入口②
24 日 ( 火 ) 少年仲間づくり教室「キャンプ」（～26日）
26 日 ( 木 ) ブックスタート
28 日 ( 土 ) デジタルカメラ教室④
　　　　　夏のおはなし会（みみずく）
29 日 ( 日 ) 町民登山「栗駒山」
31 日 ( 火 ) 国見っ子わんぱく広場「野外活動」
≪ 8月≫
   1 日 ( 水 ) くにみ女性教室「着付け教室」
  　　　　  夏休みだよ！短期スイミングスクール（～ 4日）
  7 日 ( 火 ) 夏休み親子クッキング教室
  8 日 ( 水 ) 夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会                 
　9 日 ( 木 ) 国見っ子わんぱく広場（～ 10 日）
11 日 ( 土 ) デジタルカメラ教室⑤
　　　　　子ども将棋教室③

も
み
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
で
対
戦
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

今
後
、
教
室
は
月
１
回
開
催

さ
れ
、
２
月
に
予
定
さ
れ
る
町

長
杯
囲
碁
将
棋
大
会
の
出
場
を

目
指
し
腕
を
磨
い
て
い
き
ま
す
。

成
人
学
級
見
学
学
習
会

く
に
み
女
性
教
室
が

開
講
し
ま
し
た
！

　

く
に
み
女
性
教
室
は
、
５
月

30
日
に
開
講
式
を
行
い
43
名
の

教
室
生
で
学
習
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。第
２
回
全
体
学
習『
ヨ

ガ
教
室
』
に
引
続
き
、
第
３
回

全
体
学
習
で
は
、
今
年
も
「
エ

コ
」の
気
持
ち
を
大
切
に
と『
ネ

ク
タ
イ
ネ
ッ
ク
レ
ス
』
を
作
り

ま
し
た
。

　

水
玉
や
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
様
々

な
模
様
や
柄
の
紳
士
物
ネ
ク
タ

イ
が
、
糸
を
ほ
ど
き
始
め
て
か

ら
一
時
間
ほ
ど
で
、
素
敵
な

ネ
ッ
ク
レ
ス
に
完
成
し
、
教
室

生
か
ら
は
「
別
の
模
様
や
色
合

い
の
ネ
ク
タ
イ
で
も
作
っ
て
み

た
い
。」「
楽
し
く
て
こ
れ
な
ら

何
個
で
も
作
れ
そ
う
。」
と
の

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
教
養
の
向
上
と
健
康

増
進
を
図
り
、
地
域
社
会
で
の

活
動
に
活
か
す
こ
と
を
目
的

に
、
全
体
学
習
、
各
グ
ル
ー
プ

学
習
に
取
り
組
み
ま
す
。

くにみ女性教室の皆さん

　

５
月
25
日
塩
竃
・
松
島
方
面

の
見
学
学
習
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

奥
州
一
ノ
宮
と
し
て
千
二
百

年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
塩
竃
神

社
で
は
、
当
時
の
様
子
に
思
い

を
は
せ
ま
し
た
。

　

水
産
市
場
で
は
新
鮮
な
魚
介

類
を
目
と
舌
で
味
わ
い
ま
し

た
。
か
ま
ぼ
こ
工
場
で
は
生
産

過
程
を
見
学
し
ま
し
た
が
、
機

械
の
あ
る
一
階
が
津
波
で
大
き

な
被
害
に
遭
い
、
や
っ
と
再
開

に
た
ど
り
着
い
た
そ
う
で
す
。

　

来
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
復

興
に
つ
な
が
る
の
で
有
り
難
い

と
感
謝
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

昼
食
後
、
遊
覧
船
で
大
小
の

島
々
を
眺
め
な
が
ら
松
島
港
を

目
指
し
、
最
後
の
見
学
地
の
瑞

巌
寺
で
は
、
修
理
の
た
め
見
学

出
来
な
い
所
も
あ
り
ま
し
た

が
、
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
せ

ま
し
た
。

松島を見学する成人学級の皆さん

　

６
月
９
日
、
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
文
化
団
体
連

携
講
座
「
子
ど
も
将
棋
教
室
」
が

開
講
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
小
中

学
生
15
名
は
国
見
将
棋
同
好
会

（
玉
手
芳
正
会
長
）
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
経
験
者
は
対
戦
相

手
を
見
つ
け
て
本
将
棋
で
遊
び
、

初
心
者
は
回
り
将
棋
で
駒
の
動

か
し
方
を
習
い
ま
し
た
。

　

将
棋
は
老
若
男
女
だ
れ
で
も

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
先
を
読
む
力
と
攻
め
と
守

り
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
力
を

養
う
な
か
、
集
中
力
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
参
加
者
の

中
に
は
大
人
に
勝
っ
て
喜
ぶ
姿

盤
上
で
真
剣
勝
負

真剣な表情で将棋を指す子どもたち

『県民の日』『くにみの日』公共施設無料開放『県民の日』『くにみの日』公共施設無料開放
　8月21日の『福島県民の日』および9月23日『く
にみの日』については、町民の皆さまに公共施設
を無料開放いたします。
◆対象施設（町公共施設）
　観月台文化センター各施設（一部立入制限あ
り）、上野台運動公園各施設、各体育施設、地区
集会所、町立学校施設
◆利用方法
　団体利用の場合は通常どおりの申込書と報告書
を提出をしてください。
　個人利用の場合、各施設に備えてある利用者名
簿に必要事項を記入してご利用ください。
◆問い合わせ　生涯学習課　電話 585-2676

☆開催日　８月７日（火）　午前 10 時～午後 1時
☆場　所　観月台文化センター　栄養指導室
☆定　員　町内小学生とその保護者　１５組
☆内　容　乳製品を使った料理
　　　　　♪　「チーズポテト餅」
　　　　　♪　「ミルク春雨スープ」
　　　　　♪　「ヨーグルト入りココアクリームパフェ」
☆講　師　株式会社　明治　派遣栄養士
☆材料費　１人　４００円　
☆準備物 　エプロンと三角巾
☆申込み　７月２０日（金）まで生涯学習課に申し
　　　　　込んでください。定員になり次第しめき
　　　　　ります。
　　　　　 電話  ５８５－２６７６　

平成 24年度子育て応援講座

☆乳製品を使った料理

  親子で！わくわく親子で！わくわく

【日時】7月 14 日（土）・21 日（土）
　　※両日とも午前 9時 30 分～午前 11 時 30 分
【内容】●第 1回「昔ばなしについて～水神をテーマに～」
　　　  ●第 2回「昔ばなしについて～やまんばをテーマに～」
【場所】 国見町観月台文化センター 大研修室
【対象】国見町在住１８歳以上で昔ばなしに興味のある方どなたでも
【講師】内池 和子 氏（福島こどもの本を広める会顧問）　
【受講料】　無料　
【お問い合わせ】　生涯学習課　社会教育係　電話 585-2676

受講生
募集！

受講生
募集！ 『日本昔ばなしの入口」『日本昔ばなしの入口」

夏休み夏休み
親子クッキング教室親子クッキング教室

『夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会』『夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会』
ラジオ体操に参加して、さわやかな朝を迎えましょうラジオ体操に参加して、さわやかな朝を迎えましょう　　

　夏の風物詩であるラジオ体操のイベントが今年は国見町で開催されます。当日の模様はＮＨＫラジオ第一放送で
全国に生放送され、ふくしまと国見町の復興を広くアピールする機会となります。今回の体操会は、参加者1000人
を目標に掲げております。どなたでも参加できますので、ご家族、ご近所お誘い合わせの上、ぜひご参加ください。
　なお、参加者には、参加記念品を準備しております。
※参加者数把握のため、町内会かいらんにて申込を受け付けておりましたが、申込まれていない方でも参加でき　
　ますので、参加を希望される方は下記問合わせ先までご連絡願います。

◆　日　時　８月８日８月８日（水曜日）６時00分～６時40分（５時30分開場）（水曜日）６時00分～６時40分（５時30分開場）
◆　主　催　株式会社かんぽ生命保険、ＮＨＫ、ＮＰＯ法人全国ラジオ体操連盟
◆　共　催　国見町、国見町教育委員会　◆　後　援　国見町体育協会　◆　協　力　郵便局株式会社
◆　場　所　国見町上野台運動公園総合運動場（雨天時：同公園グリーンアリーナ９２３）国見町上野台運動公園総合運動場（雨天時：同公園グリーンアリーナ９２３）
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
　　≪≪スケジュール≫スケジュール≫
　　開　場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ５：３０　　開　場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ５：３０
　　集　合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ５：５０　　集　合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ５：５０
　　開会式・リハーサル（実技指導）　　　　　　　　６：００  ～  ６：３０　　開会式・リハーサル（実技指導）　　　　　　　　６：００  ～  ６：３０
　　ラジオ体操（ＮＨＫラジオ第一放送にて生放送）　６：３０  ～  ６：４０　　　ラジオ体操（ＮＨＫラジオ第一放送にて生放送）　６：３０  ～  ６：４０　
　　ラジオ体操ワンポイントレッスン　　　　　　　   ６：５０  ～  ７：３０　　ラジオ体操ワンポイントレッスン　　　　　　　   ６：５０  ～  ７：３０
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
◇　体操指導（予定）　西川佳克氏（ＮＨＫテレビ・ラジオ体操指導者）
◇　ピアノ演奏（予定）　幅しげみ氏
◇　駐車場について
　　・上野台運動公園駐車場(体育館前、グリーンアリーナ前、第４、第５、柏葉体育館)
　　・県北中学校駐車場（玄関前）
　　※駐車場に限りがありますので、自家用車で会場へお越しになる場合は、相乗りをお願いします。
　　・渋滞緩和のため、森山方面(県道五十沢国見線よりライスセンター方面)または神明方面より出入り願います。
　　・近隣の迷惑となりますので、会場付近での違法駐車はおやめください。
◇　その他
　　・徒歩または自転車でお越しの場合、国道４号横断の際は、信号のある横断歩道や歩道橋をご利用ください。
　　・ラジオ体操終了後、講師による「ラジオ体操ワンポイントレッスン」を開催しますので、引き続き参加いた
　　　だくようお願いいたします。
◇　問い合わせ　生涯学習課文化スポーツ係（電話５８５－２６７６）

ご家族そろって
　参加しましょう！

ＮＨＫラジオ第 1で
6時 30分から生放送

参加者
募集

参加者
募集




